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は
雇
川
史
的
士
解
除
ず

勤
務
状
況

L
孜
舎
が
み
、
つ
札
h
d
L

の
で
あ
れ
ば
、

ゐ

2
2
1解
約
に
l
h
U

〕
な
け
れ
ば
解
雇
寸
る
〉

ν
か
な
い
〈
リ

jnJ刈
の
杭
裟
員
が
で
き
る
川
和
J
が
で
き
な
い
と
J
V

う
の
は
、

倍
蒋
の
不
同

行
に
υ
一4
た
乙
J

士
冗
叫
同
〔
!
こ
(
界
市
は
み
￥
つ
y

は
い
っ
て
も
、

科記'"キぷわどい之 つの論点

一、

「ぺ子、ぺ
J
t
b
i

1;7.. 
4害
児
イJ

般

+ 
、レ

す
/0:) 

!!j( 
員;J
レ

プ

%して
ヰ y】

7jil土
め荘
、 j又

い ro
る(; ~d 

j 
" 3 
T 
A 

し、

い
民
法
九
内
一
条
J
U

、
打
の
川
町
J
m
い
か
ら
わ
か
る

T
J
h
ρ
Zヨ

日

寸

コ

コ

、

μ↑
、
ノ
ロ

I
l
i
-
-
v
i

亡
の

H
F
V
H
5
2
2
/

が
解
昭
如
白
〆
ノ
イ
?
仏
ノ
¥
認
め
ら
れ
と
い
る
の
も
、

E
J
、J
-

ふ

1
1ノゴノ

Lh

時
間
収
入
山
ド
対
す

る
こ
う
し
た
理
解
手
前
廷
と
し
て
い
ゐ
。

そ
の
晃
正
去
記
J
L
A
υ
m
v
t

も
わ
か
る
主
う
に
、
能
心
γ

ハ
足
は
情
t
M
J

の
K
z
L
J
廿
烹
行
に
は
か
な
ら

な
い
と
の
共
通
認
誌
が
伎
の
地
に
は
あ
る
U

/

ギ
ス
が
丈
牛
制
の
花
止
に
踏
み
切
る
こ

2
が
て
き
た

年

ハ〉〕
I
-

いいい以

咋
、
断
勺
ア
号
制
一
↓
三
志
向
同
ァ
ウ
コ
守
雪
山
魚
、
会
¥

一
疋
の
乍
続

に
達

L
hん
こ
と
を
山
打
開
と
す
る
込
職
引
伐
は

当
事
者
が
仮
い

六
万
川
歳

切
訟
め
ら
れ
な
く
な
ぐ
れ
〕

び〉

も

都
へ
の
能
万
不
足
に
よ
る
解
濡
が
伎
山
者
に
以
一
詠
め
ム
れ
て

れ
に
ふ
μtHt
し
て
い
た
と
し
て
も

取人法羊)fi3 (1日}ユ[叩13..::; i 
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い
る
-
k
f
を
、
そ
の
庁
長
ご
1

J

て
い
る
こ

ん
」

ν
?川
J
一

}

-

7

L

 

庄
町
民
約
の
品
、
r
…円

ー
催
川
で
叫
悼
む
こ
は
与
え
に
:
い
{
「
相
ム
告
の
問
調
」
に
つ
い
て
も

か
な
リ
長
め
に

j 

:J) 

ゴ
問

決
は
あ
ろ
へ

完
m

討
に
ね
い
叫
ん
一
般
に
吋
限
り
の
剖
'
約
/
一
な
る
の
ド
ド
対

u
f
¥
日強制
V
〈
仰
は
r

一
校
内
長
期
尚
継
続
す
る
の

を
一
品
例
と
す
る
二
と
か
に
円
い
っ
て
も
、
そ
の
特
段
力
差
異
J
b
γ
u
M
け
る
:
と
は
当
U
R

あ
っ
て
よ
い
ラ

と
は
い
、
ズ
、
ご
つ
し
た
手
続
き
さ
え
き
ち
ん
と
鴨
川
め
は
、
…
刷
出
も
年
対
(
労
働
契
約
け
い

ハ
ル
ぞ
い
規
定
一
一
9

る

「
ケ
ヶ
観
的
に
合
川
崎
的
な

坪
山
間
を
欠
も
件
、

村
ハ
ム
品
一
ノ
芯
十
ml
中
」
で
あ
る
と
一
d
め
ら
れ
な
い
場
合

に
誌
当
1
9
る〆一

-
y
i

は
革
、
λ
な
い
に
ニ
の
ょ
っ
な
民
法
の
一
川
洋
尽
司

日
立
む
返
っ
h

発
想
の
転
熟
が
わ
が
い
い
の
玖
判
所
に
は
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る

間
然
す
る
レ
J

ご
ろ
の
な
い
身
分
似
掠
の
も
と
に
あ
る
ほ
批
判
{
(
仰
い
法
じ
八
条
、
長
判
一
叫
泣
川
一
ヘ
条
:
ふ
ノ
阻
む

能
か
と
三
つ
疑
問
れ
は
あ
う
つ

仁
こ
う
し
た
央
釘
が
り

裁
判
に
持
ち
込
め
ば
、

よ
は
と
の
こ
と
が
な
、
v

限
り
、
抗
心
不
足
を
珂
山
川
!
と
寸
る
併
一
一
泌
が
古
川
!
叫
と
判

附
さ
れ
ふ
一
戸
一
は
な
く
、
従
業
ー
し
と

ν
〈
的
地
が
「
か
保
弘
シ
↓
札
る

オし

と
い
λ
J
現
叫
八
日
九
川
、

り
よ
み
ベ
ノ
日
主
戸

A
}
l
i
t
p
f
t
 

レ
め
ヲ
ハ
三
一

こ
う
}
〕
た
い
此
判
の
現
状
庁
あ
れ
ば
こ
そ
、
溝
手
勾
効
の
判
決
が
一
不
良
紅
民
」
の
焔
川
一
に
つ
な
か
る
こ
と
に
も
な
る
こ
の
こ

こ
を
肝
肺
叫
ん
川
す
る
裁
判
同
は
一
一
し
ん
阪
に
も
多
い
と
い

そ
の
責
任
の
十
八
は
及
川
凶
古
門
PH
吋
に
あ
る
c

「ヘ
L
w
茶
が
新
卒
蓄
を
い
休
町
し
て
教
山
円
刈
律
や
人
L

亭
異
動
(
配
育
転
候
、
攻
設
の
必
更
、
場
合
に
ふ
つ
ご
は
出
向
、
転
ん
新
)
を
F

七、つも」

こ
に
よ
り
必
要
士
人
村
に
育
成
し
、
い
く
一

の
ー
で
は
、
村
口
一
の
能
力
ナ
ハ
岸
地
一
は
会
汁
の
款
台
寺

い
わ
ゆ
る
「
じ
本
剖
一
一
世
間
慣
行
一

っ
た
け
州
用
不
と
も
い
え
る
の
と
あ
り
、
そ
の
能
h
M
L
見
合
っ
た
部
署
い
完
封
ち
ル
い
る
こ
と
に
よ
り
幡
市
を
耕
一
机
す
，
ゼ
~
と
も
で
き

9
 
る一
u

こ
の
よ
う
じ
い
、
つ
裁
刊
行
も
な
ノ
¥
は
な
い

h

の
の
、
能
h
u
不
足
は
什
柄
本
的
に
は
利
己
良
川
吐
の
河
川
頭
で
あ
り
、

本
人
の
れ
党
ト

よ
J

て
こ
れ
を
改
め
て
い
く
し
か
九
%
い
G

プ
ロ
野
球
の
し
J

レ
l
kー
を
み
て
も
わ
か
る
よ
っ
に
、
ム
球
団
で
は
能
り
を
か
~
開
坪
A

じ
さ
な
か
っ
ん
一
法
子
炉
、

日
球
団
に
移
薪

7
る
や
い

(以人法学 J 日 :1円l 行〆201:L::;I 



入
品
む

¥i

そ
の
4
t
h
り
や
俄
扶
引
先
持
宇
る
μ

い
っ
た
事
例
は
、

のい点惜しれ
J

ご
は
れ
従
業
只
心
J

、
月
下
十
ご
止
長
i
t

-
/
v
!
?
i
 

瑞
弘
中
べ

U

は
な
い

従
業
員
1
f

な
る
}
債
務
ん
i

忍
行
(
花
心
人
i

い
止
、
に
茶
一
づ

め
る
こ
ー
こ
は
、
で
う
}
た

H
チ
ャ
レ
シ
ン
の
叶
詑
性
に
一
↑
立
を
詞
く

宇一レ一一ード
d
む
z
m
W
7ハ
叩

)

い
ず
れ
も
心
機
転
、
頑
張
ろ
入
一
と
い
う
本
人
の
/
」
一
見
が
な
け
れ
ば
起
二
り
戸
市
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
能
力

止
守
一
い
浦
山
担
当
が
あ
っ
て
も
市
一
帯
一
送
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
時
点
ん
の
h

で
は
、
そ
う
だ
円
覚
も
育
た
な
い
。

「
桝
三
は
、
客
向
拾
に
ム
戸
川
押
的
な
対
由
を
宍
九
一
、
初
会
述
念
上
戸
↓
当
て
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
介
は
、
そ
の
佐
川
刊
を
説
川
し
h
J

号、

の
と
し
て
、
畢
効
と
す
る
」
。
市
上
は
、
こ
の
上
つ
に
規
定
す
る
労
働
契
約
法
二
¥
条
の

に
帰
着
ー
一
ヲ
ゐ
門
担
ど
け
に

十
ぷ
M
W
A
l
j
i
?
」

I
L
l
-
v
 

よ
J
J

て
解
決
を
ww
る
こ
と
弘
就
し
い
c

た
だ
、

現
行
法
令
め
な
か
に
も
、
参
考
一
す
べ

肢
は
の
分
限
免
恥
円
f
J
に

ノ
い
て
定
め
介
、
公
詩
民
間
同
怖
の
法
令
が
そ
れ
ご
あ
司
令

人
に
と
、
え
ば
、

同
家
公
務
員
y
U
七
八
九
ふ
は
、

職
員
が

一
人
ポ
浮
出
リ
へ
は
勤
務
の
市
況
か
一
七
す
事
実
に
照
ら
し
て
、

勤
務
究
結
う
よ
く
な

U

待
合
」
ニ
コ
h
d
)

心
、
一
そ
の
他
そ
の
戸
肌
に
必
要
な
治
的
情
位
L
E
L
V
八
く
持
ム
ロ
」
(
ヴ
)
仁
一
訟
当
す
る
と
主
一
は
、
人
予
院
刻
問
の
↑
乍
め

司令
B

〆一一、ザり
f

いト」
m

M

川、

そ
の

E
に
反
7

二
¥
こ
れ
か
降
任
-
、
又
は
免
織
す
る
こ
と
ヂ
で
ミ
る
」
と
規
一
子
〆
て
i

い
る
が
、
こ
れ
を
交
げ
亡
、
一
日m

 

n
l
υ
 
白

川
(
呈
十
リリ日!人以

ヘ
ポ

ι川
市
則
ど
品
、
の
運
町
一
通
知
に
は
次
の
よ
、
)
な
{
疋
め
が
置
か
れ
て
い
る
に

科記'"キぷわどい之 つの論点

人
事
院
規
則

一
四
(
職
員
の
身
母
保
障

A 

半
人
の
怠
に
反
す
る
嘩
任
又
は
免
織

第
七
朱

決
結
七
1
八
条
第

又
は
か
職
C
F
る
こ
と
が
む
き
る
お
台
は
、
次
一

ノ
4
4荷
九
仁

ロ
ワ
の
叫

4
に

t
り
職
ハ
U
門
会
峰
任
さ
せ
、

じ
あ
っ
て
、
折
h
v
そ
の
ね
の
人
事
匹
が
J

て
め
る
出
荷
主
付
っ
た
に
も
わ
v

か
わ
ら
ず
、

詩
情
内
実
績
が
不
良
な
こ
と
引
け
ら
か
な
と
き

ーと
fTF
りゐし
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以
「
一
誠
一
組
員
の
桂
力
許
悩
又
は
需
給
評
価
の
人
z
H
詐
他
政
人
一
甘

人
事
ニ
J
仙
の
基
準
、
刀
法
主
J

に
関

(
依
掲
・
連
日
1
2
知
に
い
、
ぺ

す
る
片
品
ム
ド
一
を
お
す

1
L

一、
l
J

M
パ舛

f
ノ
h

ヨマ

M
L
γ

心、

川

A

条
に
お
い
て
出
町
す
る
場
合
を
合
]
む
ベ
)
に
税
先
す

ゴ
問

る
侃
認
が
行
わ
れ
と
人
事
許
任
政
令
第
六
条
第

F
A
に
刊
比
定
す
る
ん
体
計
請
が
い
k
h
忙
の
段
陪
で
あ
る
場
合

同
月
一
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か

当
該
成
員
の
勤
務
の
状
況
を
ど
中
す
事
主
に
基
づ
き

勤
務
実
績
が
よ
F
な
い

2
認
め

h
れ
ゐ

場人
A
i

フ

『世

J 

法
治
市

l
八
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
職
M
R
L
h
m
任
さ
せ
、
ん
は
免
職
一
ヲ
る
こ
と
が
で
き
る
場
'
汗
は
、
肢
は
の
遊
格
性
を
判
一
品

す
る
に
足
る
と
認
め
ら
れ
る
ド
主
に
基
づ
き
、
そ
の
守
職
ト
必
裂
な
迫
俗
竹
千
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
均
台
で
あ
っ
て
、
出
制
導
て
の

他
の
人
事
院
が
定
的
る
川
町
R
b
行
ゥ
ト
一
に
も
か
か
わ
ら
L
F
、
b
h
格
性
を
欠
く

:!y
が
明
ら
か
な
と
誌
と
ト
ヲ
る

1硲

B 

人
事
院
規
烈

の
漂
照
に
つ
い
て

一
回
(
職
員
の
身
分
保
障

第
七
条
開
制
係
2 

日目

d 

こ
の
条
の
第
一
反
冬
号
じ
尚
げ
る
場
人
打
力
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

と
し
て
次

「
人
事
及
川
々
定
め
る
け
印
刷
一

M
川
引
引
の

の
い
ず
れ
か
'
を
と
る
も
の
と
づ
る

(
こ
の
部
分
の
み
、
千
成
二
一
ih
判
川
「
円
ー
ト
土
九
四
品
事
一
修
正
|
|
辻
〉
。

'j: 

成
長
の
ャ
一
司
斗
J

が
、
日
日
h
o

止
は
ね
与
を
繰
り
し
刊
し
/
什
う
こ
と
f

") .， 

'" 

腕
員
の
転
任
そ
の
他
の
当
該
腕
買
が
従
事
F
F
る
恥
拐
を
見
直

τ)と

(以人法学J 日~]--2) 8 〆201:L::;I 



科記'"キぷわどい之 つの論点

131 

職
員
の
橋
立
を

E
的
こ
し
た
刊
修
の
受
講
を
命
ず
る
こ
こ
f

1/1: 

そ
の
他
任
命
杭
き
が
議
円
八
の
叫
端
正
の
た
め
に
必
要
と
」
認
め
る
山
骨
量
を
と
る
-
日
ぃ
f

こ

~ 

一
の
条
の
第
一
刀
、
第
二
号
え
は
第
一
点
に
該
中
」
す
る
カ
ム
J

か
を
汁
析
す
る
に
ふ
w
j
七
J

て
は
、
問
、
り
ん
は
次
に
掲
げ
る
害
情
的
な

資
料
に
よ
る
も
の
と
す
ふ
。

Ili 

版
[
田
口
の
人
事
一
バ
依
の
杭
果
そ
の
他
職
員
の
勤
務
災
ね
を
川
悦
ず
る
い
日
比
も
と
認
め
ら
れ
る
半
P

去
を
ヂ
H

認
し
h
/
一
文
さ

，";0 
】 l

成
長
の
勤
務
災
績
が
れ
の
慌
員
と
比
較

L
て
司
ら
か
に
劣
る
李
主
を
市

7
記
録

腕
員
の
職
治
工
の
辺
料
、

当
該
職
員
に
つ
い
ぐ
の
苫
清
干
に
関
す
る
示
録

'; 

戦
h
F、
仁
対
J
q

る
出
揃
専
等
に
関
す
る
什
品
目
れJ

杭
「
日
ハ
ド
ー
対
す
る
分
限
机
ん
九
ん

総
戒
処
分
そ
の
怖
い
旧
総
守
に
陪

f
z，
記
録

161 

牧
民
的
一
守
上
中
止
川
再
又
は
戦
待
状
J
叫
に
関
「
る
特
色

抗

日号

7 

法
治
七
十
八
条
境

~

L

の
条
の
第
=
取
の
「
古
械
に
必
安
な
溺
絡
件
一
ゃ
ん
八
ノ
、
均
九
H

こ
は
、
市
山
政
戦
日
の
容
易
に
矯

正
J

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
持
続
性
を
右
す
る
素
質
、

山間引

!μ

、
性
情
性
J

に
廿
堺
市
刈
し
て
そ
の
救
務
の

H
滑
な
走
行
に
工
障
が
あ
り
、

又
は
十
ぇ
防
会
一
司
ず
る
品
昨
は
の
リ
ム
寸
快
、
性
い
ん
認
め
ム
れ
る
場
台
を
い

ノ

も
の
レ
す
る
。

自

こ
の
条
の
第
=
尽
の
「
人
事
討
が
定
め
る
目
指
は
、
こ
の
条
灯
第
況
の

ふ
一
げ
zE

〉
玉
、

グ
七
?
叫
ん

に
お
け
る
当
該
版
員
の
一
引
rH
が
引
ら
か
で
な
い
、
}
と
の
確
認
主
寸
泊
埠
注
を
か
へ
い
h
J
状
症
が
改
昔
さ
れ
な
い
こ

と
を
時
一
点
ず
る
た
め
に
必
要

K
一
訟
め
ら
れ
る
は
村
清
と
す
る
、

二
-
一
、

1
1
〉

f
l↓
ぺ
可
グ

Q 

法
第
七
十
八
条
第
一
守
乙
ー
は
が
巾
「
ー
す
の
規
定
い
よ
り
恥
HH
を
降
日
さ
せ
、

又
は
元
職
7
7
Q

に
当
れ
f

，
て
は
、
任
命
日
怪
有
は
、
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比
一
二
午

b
G
7

留
1
J

て、

法
や
か
じ
処
分
子
一
行
、
つ
必
要
デ
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
坊
ム
円
は
、

こ
の
淑
リ
で
な
い
っ

ノ
パ
明
の
機
〈
品
会
与
え
る
も
の
と
す
る
f

た
だ
し
、
職
口
の
勤
務
完
結
不
山
氏
の
桜
区
、
空
務
へ
の
γ
凶
器
口

，;~~ ゴ
問

10 

の
モ
デ
ル

間
羽
の
些
一
三
ヨ
さ
に
は
、
次

記
載
ず
る
も
の

f
L、
別
紙

ー
叶
の
様
式
ド
よ
る
も
の
と
す
ゐ

Ili 

注
)
を
参
瓦

Jに、
J-

，";0 
】 l

ゐ
川
任
又
は
え
臓
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
宵

尚
治
ず
誕
績
の
五
人
一
又
は
迫
格
生
の
欠
件
と
詳
J

叫
附
す
る
こ
と
が
と
き
る
弓
、
体
的
手
宍
及
び
そ
の
状
挫
の
改
苔
を
求
め
る
廿

職
員
に
対
l
て
、
九
車
寸
評
一
川
山
系
準
、
ー
ヮ
1
1
い
片
寸
に
川
内
ず
る

ー
の
状
態
が
改
=
h
t
」
れ
な
い
場
?
に
は
、

11 

任
命
権
者
は
、
こ
の
条
の
治

山三市一
μ

勺トい小法山
wf
ー
す
る
ー
と

3
心、

一

r
J
)

第
l

条
又
は
わ

l
一
条
へ
同
ム
リ
第
十
同
条
改
ぴ
第
l

八
条
第
二
号
に
お
い
て
一
一
千
用

i改

、ド

h~ 

十

字

政

令

お

ゥトヨ

場
八、

iよ

|洋

J丈， ~ 

話相
職去
の J

~ ;i' 
性??!
川千，

み呆
ふの
二再r
lノ 弓ミ

マ子 え

{i; ¥?; 
:上主 '" 

す さき
る f'Z

ιTF 
ゐ助

す， ~ 

る11，主;
ブル，

勤
務
当
績
不

σ〉

す
る
鴻
ヘ
ー
を
お
む
へ
〉

公
務
UH
関
係
法
令
が
ち
の
で
ぺ
な
内
容
に
止
め
ろ
山
れ
た
の
は
、

十
升
叫

h
l
四
月

-J以降
(
運
用
河
知
の
一
市
中
除
く

の
こ

で
あ
る
が

ー
勤
務
支
詰
が
よ
く
ヘ
ふ
い
て
℃
、
そ
封
ー
回
と
す
る
け

JUψ
府
内
場
合
、
勾
午
降
任
は
ぞ
口
か

貫

L
人
材
い
ぐ
い
る
ο

件
ど
ま
り
で
あ
り

こ
の
こ
と
を
史
機
1

f

J

て
、
分
限
出
向
日
ゃ
ん
汀
m
引
先
識
の
ケ
ヲ
ス
九
九
J

附
加
し
た
L
f

い
う
事
実
は
た
し
か
に
な
い
ご
、
と
え
ば
、

免
職
も
年
に

程
度
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
北
川
ノ
下
改
辻
の
前
向
況
を
河
わ
日
一
ヲ
、

C;: k古
山県
九 仁川

;こあ
?年る
{たと
すも
ゐ汁考

れ
る

大
説
明
ゃ
ん
一
以
市
の
よ
う
に

へ
事
評
僚
が
主
体
と
l
て
H
く
、
九
段
浩
一
T

日
僻
で
最
紙
一
ブ
〆
ク
の
一
T

計
仔
を
受
け
る
者
が
は
と
ん
と
い
な
い
n

い
也
う
に
、
川
叫
状
は
ふ
ど
の

人
事
司
似
を
絶
対
評
話
か
C
J
出
HM一
ぺ
仇
に
改
め
れ
ば
、
こ
の
間
思

'p.ベ人H、学)fi;:i (: --10;' Iυ 〆201:L::;I 



職
員
の
勤
務
状

μ

ー
叫
が
汗
告
や
活
写
を
設
け
去
し

が
佐
観
的
に
み
て
不
良
一
い
え
る
埼
令
に
は

そ
の
都
由
民

研
修
等
、
議
員
の
矯
H
を
巨
P

U

1

f

J
入
J

措
置
を
誌
と
る
レ
と
も
に
、
改
善
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
免
設
も
あ
り
い
円
い
る
こ
と
を
丈
菩
一
ご

警
と
寸
す
る
。
そ
れ
で
も
主
お
改
古
が
み
ら
れ
な
い
こ
え
一
は
、
免
減
場
げ
に
よ
っ
ご
降
任
)
/
一
十
る
J

公
持
丸
の
凶
明
白
、
こ
の
よ
う
い

分
現
先
日
同
に
胡
す
る
付
朝
み
リ

J
明
を
の
も
の
は
、
叶
叫
L
J仏
人
下
と
い
う

M
C市
高
九
一
れ
て
お
り
、
干
の
よ
六
け
を
ご
れ
ま
で
怠
3

」
き
た

台
工
〈
に
こ
ツ
で
時
恕
は
あ
る
“

し
か
し
、
今
後
、
公
務
員
引
皮
改
υ
叩
が
進
展

L
、
勤
務
尖
続
小
良
を
自
由
と
す
る
分
以
え
臓
が
|
|
斗
広
三
乞
忠
実
に
履
行
す
る
阪
で

|
|
灯
わ
れ
る
」
つ
に
な
れ
ば

そ
の
影
響
が
弐
間
令
楽
に
ま
で
波
及
す
る
可
能
峠
は
十
分
に
あ
る
し

疋
の
手
収
を
他
人
吃
も
の
に

ノ
い
て
は
、
能
川
を
珂
山
と
す
る
解
雇
を
及
川
山
一
も
認
め
る
…
そ
う
し
だ
説
化
が
同
等
き
れ
る
の
ぺ
し
め
る
f

そ
う
な
れ
ば
、
今
は
時
点
ャ

尚
早
で
あ
J

て
も
、
九
円
坦
的
な
断
M

特
許
由
l

〆
」
見
付
川
か
を
、
や
が
て
は

及
川
川
河
の
ω
刈
七
介
し
て

活
達
体
T

で
一
ぶ
す
こ
と
も
可
能
↑

と
る
〔
山
羊
お
は
-
了
ハ
ノ
考
え
る
の
で
あ
る
。

働
け
な
い
従
業
対
の
解
雇

科記'"キぷわどい之 つの論点

A

般
い
休
戦
期
羽
は
市
一
一
ほ
の
梢
↓
y
聞
川
川
と
し
て
位
商
づ
け
ら
れ
る

偏
向
休
識
の
山
川
司
が
柑
/
J

」
た
に
も
か
か

こ
の
こ
と
し
F

h

傷
病
が
仏
同
宿
し
て
い
な
い

rめ
復
械
で
き
主
い
場
合
に
は
、
退
職
ぬ
い

h

が
ほ
と
す
る
会
汁
が
事
い

〉

》

、

t
hレ
」
ヲ

〕
か
〕
、
車
十
刀
事
ιhi

山
ガ
河
中
ノ
ハ

h
u勺
五
百
円
}
叶
J

川弘字、

l
i
p
Jリ

J

当
証主
件
続

休
業
は

オt
Y年

クy

f当
病

d 

1;) 

0 

J) 

で
(1) 

る
y 

L 

K人法羊)fi3 

(
東
日
地

l
y山一

C
-
四

昨
夏
の
仙
川
郊
を
下
、
フ
ケ
ヘ
が
治
、
ズ
て
い
る
n

そ
の
恨
部
一
と
ぺ
」
引
る
の
が
、
次
の

t
う
じ
定
め
る
万
働
某
牟
法
の
品
定
、
人
ゆ
か
で
も
同

わ一

法
九
条
項
で
あ
る
こ
と
は
い
、
つ
ま
ご
も
な
い
n

: 1 l2 (J l~L 's 
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解
一
一
雇
制
限

ゴ
問

リ
寸
び
に
星
回
崖
伎
の
円
以
件
が
治
ハ

L
A
条
の
規
定
に

4
っ
て
休
業
す
合
同
ノ
問
な
び
そ
の
後

l
同
は
、

Jy(-
E 

イ
¥ 

は
?入
品

f) 

な
し、

px:)、H学/出-12;' 12 〆201:L::; 

第
十
丸
条

ル
攻
問
者
は
、
労
鍛
レ
ハ

JZ古
来
津
山
!
白
(
悔
し
、
又
は
炊
病
に
か
か
り
療
ケ
ー
の
た
め
に
休
業
す
る
山
川
司
泣
ヴ
ヲ
ご
引
役
一
日
明
刈

た
だ

L
、
使
川
市
者
が
、
第
八
十

h
b

況
の
恕
J

止
ト
ょ
っ
丸
打
切
補
償
を
支
払
う
場
合
リ
人
は
?
?
九
事
変
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
山
川
の

た
わ
に
事
v
末
の
紋
続
が
小
川
能

t
Lゆ
っ
た
場
台
に
お
い
て
は
、

こ
の
以
け
で
な
い
U

『世(釘
切
補
償
〉

第
八
十
一
条

第
七
十
五
条
の
刈
廷
に
よ
う
て
補
憤
(
療
芦
J

畑
憤
|
|
ム
F
J
キ
」
受
り
る
労
働
背
が
、
市
長
開
始
絞
=
λ
7を
経
府

1J
て

も
良
市
J

え
は
疾
病
が
な
お
ら
な
い
堺
J

へ
川
に
お
い
て
は
、

ア
均
缶
、
会
の

l
二
向
日
一
九
ん
の
打
切
間
以
内
J

を
灯
、
v

、

使
川
山
者
は
、

そ
の
後
は

一
、
の
十
日
咋
の
規
定
に
よ
る
締
出
井
戸
つ
わ
な
く
と
も
よ
い

ム
i

打
、
こ
の
ゲ
イ
ブ
の
訴
訟
は
、
あ
る
訟
の
流
行
こ
も
い
、
ズ
ゐ
M
聞
を
旦
}
〕
つ
つ
あ
る
が
、
労
働
見
洋
法
有
条
一
ゃ
ん
↓
む
多
く
の
規
江
の

適
応
や
壬
け
い
な
い
船
員
(
陪
口
パ
一
六
炉
、
を
参
照
)

泊
、
、
労
働
法
草
i
J
一
の
一
世
圧
を
除
外
さ
れ
て
い
る
可
哀
公
九
時
民
r

ヨ
家
幻
務
己
出
附
則

一
I

八
条
を
品
淳
一
括
い
J

一
〉
一
ミ
ず
、
十
い

lu
一

L
一

;

一
の
ふ
う
な
状
川
河
が
生
な
く
と
も
工
、
ノ
ド
レ

λ
に
続
ノ
ニ
/
一
は
ヘ
ふ
い
ひ
と
と
よ
ハ
ば
、
品
川
門
司
の
場
九
川
、

次
丹

d

、
つ
に
ん
止
め
る
規
定
が
船
日
法
に
は
J

化
人
引
す
る
か
ら
で
あ
る
。

解
一
一
雇
制
限

第
四
十
四
条
の
一

ん
配
買
が
職
務
古
川
市
場
し
、

ん
は
疾
病
一
か
か
り
療
志
の
た
め
作
業
~
一
従
下
[
な
い
昔
丸
山
及
び

ヘ
石
む
勺

l
J
T
Z
、

丹
内
刊
号

tf1ーし



フF
I

、
j
J叫す

4
r
J
f
 

R
同
F
4
ぴ
に

K
f
の
船
い
貝
P

J

第
八
ア
七
条
F叫

に
υ川市川一
1

〕
な
い
則
一
向
及

υそ

事，
νん
は
窮

百
二
つ
口
先
?
ご
と
4
2

つ

'
6
1
t
L
I
C
一

の
後
一

u閣
は
、
解
雇
}
て
は
な
ら
な
い
っ
す
だ
に
、
昨
日
支
の
え
め
作
業
に
従
ヲ
工
な
い
悶
川
が
一
一
片
ん
や
沼
、

x
t場
合
え
は
に

パ
人
事
変
そ
の
池
や
む
を
品
な
い
事
ー
回
の
た
め
に
事
楽
の
継
於
が
京
一
円
能
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
廿
な
い
υ

ペラ、
¥ー〆

|悩

こ
の
恥
RHt孔
州
四
条
円

M
中

山
明
の
コ
ア
ル
が
ハ
J
に
み
た
労
働
恭
準
法
九
条
一
一
引
に
あ
る
こ
と
は
ハ
つ
ま
で
も
な
い

b
の
の
、
大

さ
な
違
い
が
一

い
附
閉
山
)
が
い
干
を
乏
え
れ
ば

?
ぬ
る
机
市
民
の
易
合
に
は
、

均十九
υ
の
七
め
の
休
業
鮫
川
川

之戸、の
U
4
い
で
ル
ぬ
る

だ
け
一
じ
併
以
制
限
が
解
除
さ
れ
る
と

1
7叫
が
、

他
ん
、
川
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
私
傷
病
と
公
務
上
山
海
恥
レ
/
の
引
を
前
わ
ず
、

凶
山
本
一
公
務
員
法
七
九
長
一
口
に
よ
り
一
一
身
の

ヴ
以
位
の
た
め
、

長
期
の
体
長
ふ
廿
引
火
す
る
阿
川
ヘ
U

」

会
(
前
掲
・
人
手
院
礼
別

に
は
似
職
f
v

刊
さ
れ
、

そ
の
期
間
が
上
院
の

ア
江
久
夫九

い
肝
云

t
八
条

る
一
心
身
の
い
此
障
の
た
め
、
械
的
の
日
決
行
に
メ
障
が
あ
り
、

止
は
こ

お
そ
参
照

に
も
注
ゲ
司
令
ー
と

れ
に
慌
え
な
い
均
台
」
に
該
三
す
る
も
の
と

J
t
免
職
三
主
Fωr

ブプつ
}
ζ
~
持
凶
が
現
行
J
、l
、
可
生
と
さ
れ
て
ド

科記'"キぷわどい之 つの論点

返
濃
い
ふ
勺

い
こ
ー
こ
は
、

労
働
規
温
法
一
九
条
や
合
的
、
司
法
の
迎
開
を
一
支

け

で

r
(市
川
間
基
準
法
が
部
門
机
J

子
yt
除
色
合
一
通
用
ろ
れ
る
地
ん
公
務
員
を
含
む
、
品
川
方
公
務
司
法
白
へ
久
木

J
7
4
1
ρ
川

)

プ
セ
の

刊
日
以
泳
、
郎
社
に
は
，
V
偶
者
災
告
桁
償
保
険
法
が
泊
出
さ
れ
て
い
'
三

十
回
門
家
公

適
応
を
号
け
な
い
船
員

L
、
引
T

成

務
H
H
と
の
山
一
じ
浅
い
は
な
く
(
労
働
ふ
準
法
八
二
条
一
羽
、
労
働
者
災
古
補
償
保
険
弘
二
一
条
の
丘
部
羽
、
出
家
公
務
員
災
市
補
信

比
七
条
羽
お
よ
び
凶
主
公
務
員
川
氏
書
締
法
法
六
二
条
羽
合
ム
安
凶
ぃ
)
、
?
と
え
込
聡
抜
い

l
同一」
F

と

な

た

2
ー
に
も

被
災
し
七
け
い
刊
の

は
な
い

そ
オし

同
第

:i [':::U l~]. ，s、取人法羊)fi3 (1 -::5: 
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ま
た
、
好
的
基
止
法
一
九
久
木

みh
九
J

解
雇
制
以
の
僻
除
要
件
と
す
る
と
切
補
償
に
問
し
て
い
え
ば
、

こ
れ
に
対
応
す
る
保
険
給
付
に

つ
い
r
よ
バ
め
人
J

苅
d
t
が
、
労
働
#
'
火
山
い
治
償
保
険
法
(
ハ
労
働
主
主
十
一
法
内
定
の
州
内
町
苦
の

い
う
形
と
担
保

ゴ
問

す
ぬ
た
め
に
制
定
さ
れ
え
法
律
/
に
は
、
も
は
や
立
川
合
竹
ν

な
い
と
い
う
問
題
も
あ
7
Q

一

と
し
か
に
、
万
働
者
何
人
主
口
利
依
保
険
法
に
は
「
業
務
上
品
川
口
悔
し
、
ー
ん
は
疾
病
」
か
か
っ
た
P

力
防
詰
が
、
当
該
負
傷
又
は
疾
病
に
係
ゐ

療
養
の
間
F

悦
長
一
司
を
斗
江
川
犯
し
た
じ
に
お
い
て
い
判
同
病
補
償
年
金
を
-
又
け
て
い
る
u吻
ム

r
又
は
同
じ
ん
伎
に
お
い
て
品
開
肘
祐
偵
守
一
T
支
メ
け
る

こ
と
と
な
っ
た
場
人
?
に
は
、
労
働
五
洋
法
第
九
条
第
一
仰
の
別
誌
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
政
信
刑
者
は
、
ふ
れ
ぞ
れ
、
当
「
誠
二
一
午

を
折
返
し
た
け
J

ん
は
ん
ち
町
前
世
ト
ヰ
令
を
一
一
ん
け
る
こ
と
と
な
f

一た

U
に
お
い
亡
、

同
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
打
切
抗
告
を
支
払
つ

た
も
の
と
み
な
ず
と
定
め
た
九
条
の
規
定
が
存
J

了
す
る
、
[
ず
し
、
半
条
は
、
あ
く
ま
で
も
健
一
宮
川
限
的

(
労
働
基
ヰ

ど

し

た

J
E
y
i
 
現
た
だ
し
引
い
白
戸
に
関
連
し
て

E
か
れ
た
一
み
な
し
川
叫
定
」
に

f
vさ
F
、
傷
柄
引
閉
山
恒
rr

金
そ
れ
日
付
同
の
目
的
以
、
文
字
レ
t

お

り
保
険
給
付
を
」
l

全
化
J
q

る
こ
し
y

に
あ
け

め万
ν
賀
補
均
給
付
も
税
法
?

j

ふ
っ
さ
問
背
q
人
主
情
憤
保
険

μ

へ
条
二
度
の
い
は

対
訴
釈
)
、
椛
悩
の
江
切
り
ふ
と
本
ー
対
の

H
川，と
7
J
/
什
切
権
償
と
は
そ
の
怜
崎
山
を
す
玄
一
ノ
、
民
に
す
る
ハ

さ
コ
に
、
ト
れ
切
補
償
は
、
え
に
み
f

ふ
う
に
、

フ
ス
け
る
弘
，
働
者
が
、

情
l
J

空
間
鮪
後

午
十
河
川
九
州
地
l

〕
て
も
負
傷
ノ
ん
は
疾

病
が
な
お
ら
な
い
場
合

(
労
働
基
準
j
u
八

で
あ
れ
ば
、
浅
町
主
が
こ
れ
を
な
〆
得
る
の
に
対
L
F
¥
仮
病
補
償
午
立
は
、

又
労
働
者
い
が
1

詰
に
労
務
ド
服
す
る
宇
一
と
が
で
き
な
い

(パ心的
1
f
災
害
補
償
保
険
刊
行
ペ
い
仙
/
「
茨
淵
別
式
第
↓
し
机
{
心
す
る
傷
病
等
級
第

=
絞
円
安
件
}
状
態
ド
主
け
れ
は
、
こ
れ
が
支
給
さ
れ
な
い
y

い
う
浅
い
も
あ
令
。
こ
れ
を
つ
い
吠
え
れ
ば
、
:
の
よ
う
な
傷
病
一
一
荷
償

年
金
の
一
支
給
叫
が
や
一
満
た
さ
ず
、
叫
J

災
リ
力
俄
誌
が
休
業
補
償
給
ノ
ん
を
一
i
J出
し
続
け
る
し
k

い
う
場
合
に
は
、
れ
れ
仏
市
者
が
円
ら
込
ん
で
打
切

柏
伎
を
行
わ
な
い
似
り
、
J

門
戸
対
照
を
解
八
ゆ
す
る
需
は
な
い

k
い
う
品
目
も
な
る
の

一一J
?

一、

1
p
i
 
市
氾
当
初
の
労
働
者
災
害
婦
償
川
何
時
閣
法
一
は
、

条

川山山六
τ
v
u

そ
の
前
山
初
も

引
切
M

師
償
資
日
つ
い
て
疋
め
た
刻
疋
二
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叶
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人
慌
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f
制
汎

5
7ム
ア
ゾ
引
存
し
た
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
っ
に

日
7
J
f
事
能
川
じ
な
る
こ
ニ
は
、

y
v
i仏
f

や
め
恕

定
し
た
も
の
ご
は
な
か
っ
丘
一
〈
一
楽
で
あ
れ
ば
、

vd
俄
ヱ
↓
-
災
主
的
償

μ険
誌
の
改
け
じ
u汁
包
亡
、
パ
り
熊
基
準
法
も
改
』
す
る
必
要
が

斗
~

あ
っ
た
い
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

2LP容
を
軽
視
し
た
の
か
、
こ
れ
を
誤
一
J

戸
、
収
凶
し
た
ま
ま
に
〕
た
〉
そ
れ
が
究
明
日
に
近
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ァ
M

ど
と
す
れ
ば
、
こ
こ
は
思
い
お
っ
て
、

3
俄
廿
主
役
法
九
条

UT
の
規

fT一
内
守
幸
、
船
川
HJ
法
川
刊
条
の

第
一
一
引
の
よ
、
つ
な
一
一
引
を

ご
限
と
す
る
、
ン
、
/
ブ
ル
な
も
の
に
改
め
で
は
と
う
小
。
労
働
者
災
い
締
償
保
漁
法
令
改

d
L
亡
、
指
安
問
結
後
=
年
を
粁
返
し
た
段
科

ご
休
業
補
償
給
付
の
支
給
を
受
じ
と
い
る
場
ん
に
も
、

労
働
本
準
法
九
条
一
川
F

心
強
川
に
つ
い
て
は
、

hu切
杭
債
を
行
っ
た
も
の
と

み
な
す
こ
と
も
り
能
と
は
い
、
ん
る
が

一
七
の
補
笥
ル
行
え
ば
、
補
償
を
打
J

り
い
?
ぬ
こ
と
が
で
き
る
レ
い
う
打
切
抗
出
恨
の
ず
与
え
ん
で
の

も
の
が
既
い
返
ナ
一
の
も
の
と
な
ラ
と
い
る
J

先
制
基
準
仏
一
孔
条

頃
に
つ
一

L
て
は
、

れ
判
別
徳
田
口
と
は
無
関
係
の
肝
川
北
制
以
対
ー
た
に
改

ノ

F

、J

、」、

d
一
フ

4
d
カ

や
は
り
筋
と
い
う
べ
主
で
あ
ろ
う

四

て
|
|
包
支
を
古
U

仇
し
た
議
論
を

ま
と
め

科記'"キぷわどい之 つの論点
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で
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一
一
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1
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J
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L

が
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到
の
取
り
剤
む
べ
き
ぷ
迫
引

解
雇
援
引
の
緩
和

再
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l
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仁
い
る
〉

rd間
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よ
れ
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解
障
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金
銭

N
M庁
況
や

M
J
A
G
N
川山

tr木
市
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な
uh-
と
す
る
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、

の
緋
総

L
た
会
一
戸
前
に
提
出
三
れ
い
た
丈
主
け
か
ら
も
、
あ
る
程
度
内
方
向
性
は
一
川
み
取
ゐ
ご
と
が
で
、
さ
る
ο

た
レ
一
え
は
、
「
人
材

b
h
u化
・

ぱ

T
1杭
皮
改
革
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U

て
一
が
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題
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九
れ
た
第
四
U
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L
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争
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催
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業
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代
去
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締
役
目
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、

経
治
問
同
友
会
代
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幹
事
)
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子

l
γ
別
会
人
い
の
、
モ
査
を
務
め
た
長
谷
川
間
児
氏

[
た
J

ん
珂
州
刊
で
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、
以
ー
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
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具
体
策

， c¥ 、uノ

解
足
ル
ヲ
レ
の
明
確
化

ゴ
問

民
法
ヘ

γ

条
に
は

一
一
民
間
山
に
則
川
の
一
止
め
が
な
け
れ
ば
拝
当
事
者
は
い
つ
で
も
炉
約
の
市

L
入
札
を
す
る
ご
と
が
で
之
、
山
十

し
↓
人
れ
後
週
間
の
符
通
い
そ
っ
と
足
以
市
は
終
了
す
る
と
あ
る
J

こ
の
民
法

1
2
じ
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
鮮
区
村
山
聞
の
原
則

を
労
働
囚
人
約
法
に
も
引
だ
し
、

υ

う
い
う
場
台
に
は
同
川
区
を

r
d
vフ
心
治
、
あ
る
い
は
解
雇
の
際
ト
労
附
問
者
に
〉
y
て
つ
い
う
出
尽
を

J
9

べ
R
か
、
と
い
、
七
間
四
た
ま
升
十
人
一
ピ
設
け
る
べ
き

判
切
に
恭
づ
¥
仰
パ
烹
い
惟
川
市
川
汁
い
出
刊
に
よ
る
解
濡
ル

l
ル
F

労
働
契
約
法
第
二
ハ
条
、
を
見
直

1
L
そ
の
際
、

h
h
F
e
l叩
忠
世
代

の
↓
叫
凶
用
品
γ
一山ヤ
f

す
た
め
に
、
例
え
ば
、
解
[
千
人
数
?
の
干
分
以
を

コ
代
川
口
代
的
外
部
か
ら
採
用
す
る
こ
と
を
叫
利
付
与

オ
ノ
ッ
件
十
も
桁
討
す
べ
き

こ
の
う
九
、
的
一
の
提
支
は
、

T
A
J

市
と
も
阿
川
逮
ウ
誌
を
た
過
に
、
〕
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
民
訴
の
特
別

μ
lこ
い
わ
れ
る

労
働
契
約
法
に
!
=
」
ま
で
ロ
ハ
休
J

印
な
解
廃
刊
ル
ャ
ル
J
p
d

」
書
き
込
め
る
の
か
ノ
い
、
つ
疑
間
も
な
く
は
な
い
)
現
行
労
働
契
約
広
が
判
例
法
周
一

(f) 

の
ー
に
あ
る
と
い
う
前
提
キ
変
、
え
な
い
と
LF
れ
は
、
単
一
一
ば
ル
ー
パ
が
法
t
L
卜
多
少
ん
F
よ
リ
も
明
町
に
な
っ
た
と
」
て
も
、
判
例

刊
行

A
4
に
恋
仲
い
い
が
み
に
円
れ
な
い
限
打
、
釘
肝
思
規
制
の
中
身
そ
れ
肯
休
は
市
い
ら
女
わ
り
な
い
と
い
j

シ
ド
同
組
、
も
あ
る
J

伊
山
一
民
税
制
的
中
身

判
例
渋
却
は
、

明
快
の
ま
ま
と
よ
い
の
か
U

そ
の
こ
と
を
ま
ず
剤
、
つ
必
決
が
あ
ろ
与
。

ま

た

立

登
却
制
肝
-
吐
を
念
頭
に
宣
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が

改
正
門
川
判
齢
者
波
川
安
定
法
じ
み
同
れ
る
よ
う
に

の
引
い
ケ
ム
札
は

現
状
は
む
し
の
立
案
内
不
と
は
辺
の
刀
向
日
進
ん

C
い

だ
と
ず
れ
ば
、
こ
う

l
た
法
改
正
の

r
レ
ン
?
を
内
皮
位
転
M
3
6
る
こ
と

こ
そ
慢
川
ん
す
べ

3
諜
照
一
で
あ
て
、
こ
の
州
知
な
課
涯
を
汝

5
L
h
f一
ま
ま
で
は
、

い
か
じ
魅
川
の
あ
る
抗
案
「
め

~
J
t
J
u
、
そ
の
尖
現
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出
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六
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な
と
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に
は
何
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こ
う
も
い
う
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と
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で
き
長
つ
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「
連
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と
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税
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叫
改
苧
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労
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繰
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か
h
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J
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H
h
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こ
L
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U
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ダ
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ま
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解
足
恕
ヨ
ヵ
緩
和
会
的

な
ぜ
僻
恒
催
w
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l
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逃
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失
敗
の

十
古
川
附
い
わ
れ
る
解
手
の
令
践
的
解
L
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数
街
地
限
広
一
抹
川
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し
て
も
、
普
通
府
摂
キ
整
押
解
雇
が
現
去
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告
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凶
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こ
l
L
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一叫

7
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山
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レ
J

し
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、
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探
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、

現い
L
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空
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一
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ザ
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、
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得
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を
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川
)

さ
れ
て
い
る
ほ
沖
、
出
げ
白
人
目
阿
古
館
吟
ぽ
ペ
デ
/
タ
ル
一
マ
イ
ブ
ツ
J

に
も
吋
人
附
さ
れ
て
旧
公
一

(
4
~

「
制
研
は
ゆ
と
す

L
社
会
的

HKm読
が
わ
が
一
に
行
古
す

L
P
」
!
一
川
山
、
計
リ
'
白
押
沼
仏
も

Pア
れ
か
」
認
め
て
い
る
。
ミ
コ
「
芳
齢
基
準
松
川

改
半
に
つ
い
て
阪
大
法
パ
J

五一一
J

吉

一

川

5
(平
j

氏
一
任
合
一
片
)
一
じ
円
以

l
、
一
ハ
川
頁
い

f
Q
J

」
会
一
会
出
。

ご
〉

~

T

U
お
、
以
ト
の
一
一
日
」
び
の
コ
述
内
坪
は
、
ト
同
「
d
m
が
な
い
F

ま
た
は
d

働
汁
な
い
』
従
業
員
の
肝
一
一
府
問
題

μJ
刊
円
、
力
刊
行
一

む

ハ

片

二

平

成

九

年

刊

)

二

h
J
を
ベ
メ
こ
し
て
し
も

1ぇ
f品
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科記'"キぷわどい之 つの論点

以
上
川
三
間
伸
一
L
P
¥
士
川
M
h士
郎
ー
窪
沼
出
体
円
以
章
改

mu片
隅
在
。
京
同
と
な
る
か
」
法
句
協
会
刊

d
N
一
世
刊
号
(
人
H

一
立
川
月
~
七
一
一
立
以
下
、
七
刈
{
J
h
H
が
先
刊
日
〕
で
づ
い
述
べ
ご
い

L
P
E
一
が
参
考
い
な
る
。
「
捨
六
一
七
条
b

伏
ノ
ω
堺
約
向
y

人
は
八
ヱ
く
情

悦
不
特
「
J

党
山
特
別
の
原
回
会
翌
日
ざ
ふ
場
合
で
あ
っ
、
第
六
一
九
条
は
に
「
己
ム
「
ド
円
得
」
T

ル
事
査
が
め
れ
ば
山
川
時
に
辞
一
K
υ
得
る
と

一
十
円
、
小
山
バ
で
あ
令
い
い
悦

L
、
H
h
五
内
(
条
止
、
可
約
者
が
主
く
約
定
的
力
務
へ
L

供
給
し
な
、
v

か
又
は
債
務
的
本
γ
r
y
y札
ツ
て
一
ヘ
十
に
よ
み
だ
供
給
し

主
い
湯
汗
に
14
を
刑
叫
す
る
の
余
地
あ
る
よ
つ
の
に
YJ
へ
ろ
」
一
な
れ
、
こ
の
前
机
は
、
間
口
印
刷
事
件

-
f、
同
大
止
一
-
五
・
一
し
氏
巣

在
一
川
九
百
)
の
評
釈
と
1
〆ご
U
F
H

か
れ
に
も
の
で
あ
之
が
岡
山
南
J

刊
に
つ
し
て
は
、
小
山
ー
労
働
比
レ
去
の
け
山
(
日
日
二
仮
i
八
伝
宇
ハ
一
巻

号
(
干
比
二
一
立
比
日
~
以
以
下
、
刈
立
川
ヘ
訂
ハ
か
参
U
υ

r
l

小
県
信
州
問
題
を
め
く
る
己
主
人
比
喰
|
|
定
年
制
の
ぼ
止
と
前
川
市
の
い
け
い
か
ね
〆

h
q↓
珂
山
町
布

i
i
寸

(γ
成
一
二
午
同
町
、
一
一
司
八

千
一
九
/
出
J

一
父
、
川
一
層
J

職
ほ
の
は
伴
は
、
令
山
戸
、
り
奇
な
り
F

川
市
議
社
し
1

7々

j

y

々
ス
平
成
一
一
年
)
ハ
九
百
三
併
せ
を
刊
日

(
Q
J
J

苓
対
ハ
ム
i

寿
郎
川
内
内
定
め
の
あ
る
尼
用
契
約
に
お
け
る
貯
↑
め
を
め
ぐ
白
決
判
例
と
要
務
一
刊
タ
一
五
一
号
(
干
成
一
一
一
年
化
月

ハ

1
2
二
つ
寸
円
以
、
は
じ
な
台
、
河
前
丈
は
、
~
、
引
仁
続
け
て
位
方
、
走
中
退
社
J

た
場
合
、

J

ゅ
の
よ
フ
な
h
H
I
u
r
L

弘
佐
川
会
一

紺
γ
忙
で
き
な
か
コ
た
と
ほ
ほ
川
わ
れ
る
れ
め
、
間
終
日
の
円
、
河
机
は

F
き
ず
、
人
生
日
日
を
相
支
)
停
止
セ
ざ
る
や
得
仕
L

さ
に
で
、
止

ku貝

に
せ
寸
7
Q

昨
宗
規
制
が
前
日
引
っ
一
な
る
の
で
あ
る
(
一

h
ご
と

L
て

る

へ

釦

こ

の

丈

が

r
小
山
吹
〆
、
い
ゐ
よ
う
に
、
官
以
に
ノ
む
些
な
也
」
活
性
を
ー
穴
く
一
こ
と
と
嶋
崎
』

ζ
1
2の
公
設
免
戦
処
分
の
!
入
、
i

は
、
矢
比
一
行
4
4
主

(
出
川
凶
と
し
て
一
円
以
一
ム
ド
わ
丈
る
h
方
不
明
)
に
よ
っ
て
口
め
つ
れ
と
い
ふ
レ
い
う
預
実
が
あ
る
手
お
、
小
〕
J

凶
fr↓
k
r
J↑
へ
と
労
町

小
出
品
口
一
白
公
務
口
は
の
世
界

(
n
b

こ

人
Y
H
が
ー
了
軒
町
ァ
州
市

C
一(川一九
u
r
J
(

成
五
九
一
月

r
Z
一
円
古
円
、
存
刺
せ
を
山
J

(ι
」
こ
れ
を
合
け
一
二
、
別
紙
ふ
で
は
勤
務
で
叫
引
の
ぷ
艮
又
は
地
花
民
的
欠
如
?
に
詰
叫
す
る
ヲ
と
が
J
き
る
け
体
的
事
実
」

LY--L
↓
人
ず
ゐ
と
と

J
D

一い、「
i

め
な
ん
に
仁
は
、
火
の
と
お
り
、
お
抗
日
ん
請
の
小
山
北
↓
人
一
一
は
迫
搭
立
の
ル
八
叫
と
副
一
仙
す
る
一
ア
カ

f
え
乙
下
一
定
が
認
め
ら
れ
ま
寸
円

c
、
で
の
ル
M
Y
を
求
め
ま

f
」
1
μ

今
段
、
こ
れ
ら
の
伏
告
が
改
蓄
さ
札
な
い
川
崎
ム
い
は
、
出
家
公
務
れ
件
、
抗
仁
|
八
条
抗
一

E
Xは
抗
一

E

に
品
川
ゴ
し
て
分
限
処
「
訂
(
免
職
。
降
打
-
が
灯
い
わ
れ
る
可
能
川
げ
が
あ
り
ま
す
」

j

記
載

γ
ム
旬
、
ち
の
レ
一
な
)
亡
い
る
汁

ヘ
ロ
人
事
院
規
則
一
以
お
よ
び
そ
の
選
沼
述
知
P

}

同
小
一
よ
も
人
宇
一
プ
恒
政
勺
hw
悦
で
を
ι
は
い
l
て
一
一
小
せ
は
、
次
め
よ
う
に
な
ゐ
一

第
一
章
秘
則
〈
抄
録
」

行

取人法羊)fi3 (1 -'引:l) [，:::U l~] 阜、
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7
八
事
評
偲
の
方
法
」

第
羽
一
条
人
宇
司
前
門
出
、
九
円
h
川一汁
A

H

(
杭
誌
が
そ
の
職
務
か
さ
れ
す
る
に
J

」
よ
り
ん
党
阿
ー
二
J

「
い
力
オ
把
握
1

4

J

よ
れ
わ
れ
る
L
K
務
眼
精
今
許

伍
を
い
、

1
以
下
司

J
J

泣
ぴ
業
績
評
価
へ
い
判
J
R
が
て
の
い
判
存
を
逆
JJ

す
ゐ
f
t
i

コ
た
リ
ホ
J
げ
え
業
請
を
川
山
い
押
し
」
7

上
で
九
わ
れ
丘
町
鵡
川
札

結
の
一
日
捕
を

v

j
乙
以
ト

UH--一
い
よ
γ
凸

L

的
1
y

す
る
一
μ

ペ
ソ
培

う
川
内
ハ
一
社
側
は
、

w
J
諮
問

h
1叫
川
に
丸
心
ァ
刀
山
期
間
い
お
い
ど
羽
交
に
時
宗
が
収
蕊
議
行
の
山
で
と
~
ふ
れ
勃
を
、
桜
ム
ト
職
務
地
行
v
h
力
的

幼
引
を
示
す
羽
目
と
し
f

、
人
事
副
船
主
仏
按
ね
に
定
的
る
一
リ
日
(
以
卜
津
信
羽

H
一
L

ぃ、つ一」

ζ

と
し
、
拝
止
「
F
K
噴

H
仁
川
、
川
ふ
粧
台
J

が

μノ
町
一
さ
れ
る
べ
ふ
一
行
品
川
と
1
J
L
人
事
評
沼
山
工
怜
混
一
好
l
d
主
め
る
汀
動
に
目
、
っ
し
て
、
半
ご
J

職
円
f

が
持
作
1
J
J
人
詑
ド
ペ
の
い
ム
安
一
r」
庁
制
T

7

0

F

と

に
よ
ド
I

「
打
、
っ
ち
の
こ
L
9
y
d
υ

Aq

業
開
討
何
は
、

ω
I
J
A
I
l
-
約
一
廿
仙
に
係
心
持
仙
期
間
I

旬
お
い
て
峨
買
が
川
之
/
寸
一
¥
主
役
割
に
つ
い
て
、
主
苅
に
引
叫
す
る
白
河
川
を
定
め
る
こ
}

そ
の
け
」
の
ガ
ー
広
に
よ
り

3
d職
員
に
対
〕
ご
あ
ら
か
'
f
的
不

υ
た
卜
と

J

」
設
役
出
を
巾
;
ー
一
し
た
山
間
望
会
内
川
品
川
す
る
こ
と

μ
よ
り
J

汀
う
も
の

L
L
9ソム
V

C

第
二
章
定
期
評
低

第
一
節
選
別

(
定
期
評
価
の
実
施
)
一

第
五
条
ロ
条
帯
一
山
の
荒
fZ
に
よ
る
人
事
一
流
川
は
、
|
刀
か
ら
三
年
九
万
一
十
以
ま
で
の
明
汁
ヰ
一
単

FL?ν
、
毎

/TVん
拘
ず
ゐ
む
の
と

J
d

アハ
V

J

日

前

u
r
/

規
定
t

a

ノ
七
桔

t
る
人
耳
一
点
悩
は
、
定
開
許
制
と
い
う
-

J

J

I

期
J
U
前
ト
お
叶

L
拾
h

パ
ベ
引
附
土
十
日
一

H
A
h
J
b
J川f
勺
ル
月
一

il--
口
ま
合
内
問
閣
を
司
価
問
問

ζ
L、
次
条
、
氏
七
条
疋
ぴ
い
え
」
山
内
規

足
に
よ
パ
行
、
つ
も
の
と
す
る
し

ペ
ペ
バ
期
計
怖
h

お
け
れ
長
続
一
計
州
立
、
十
月
一
円
か

J
h
l
t
H三

μ

じ
ゅ
で
の
期
間
及
び
川
月
一
司
均
九
九
丹
一
十
三
ま
で
の
相
聞
を

そ
れ
ぞ
れ
市
細
引
附
f

一
し
、
そ
わ
ぞ
れ
に
J

一
}
て
次
条
、
第

dt及
川
J

山
市
節
約
悦
だ
に
よ
り
わ
う
も
の
に
す
る

♀
瓦
期
評
価
に
お
け
る
評
語
の
引
与
菩

ゴ
問

'p.ベ人H、学)fi;:i (: --20;'乙υ〆201:L::;I 



科記'"キぷわどい之 つの論点

第
六
条
定
期
計
制
二
日
け
る
ん
日
リ
計
畑
一
戸
当
た
:
¥
は
許
制
泊
一
目
こ
に
に
、

1
開
示
什
州
日
お
け
る
長
検
岸
川
下
」
七
l

r

て
は
諒
一
一
利
条
件
一
訂
以
項

に
規
定
す
る
む
山
(
日
持
参
一
定
め
る
?
ー
に
よ
り
小
さ
れ
た
も
の
し
烈
る
つ
)
ご
1

〆
一
に
、
、
札
夕
、
引
評
山
下
山
結
日
人
手
一
京
小
す
る
記
J

J

「以

I

伺
別
許
詰
一
シ
い
う
I

」
を
引
い
い
す
ほ
か
、
心
よ
該
部
刀
刊
行
船
え
は
ν
j
d
M
業
柏

η
仰
の
位
以
水
を
そ
れ
ぞ
れ
市
括
的
に
京
一
不
ー
一
4
る
記
勺
(
以
ド
↑
」

円
一
一
市
に
お

v

て

'T
体
許
h
m」

1
y

、
い
う
」
ヰ
ー
付
す
も
の
し
Y

す
る

ペ

ソ

洞

口

L
汗
語
及
U
P以
上
体
行
川
町
は
、
次
の
弁
1
h
p

一
一
拘
げ
ゐ
以
1

只
の
区
パ
刀
い
応
じ
、
当
y
A
力
作
斗
寸
一
{
止
約
七
絞
り
伐
材
と
す
る

係
十
九
失
第
門
勺
仁
川
惜
げ
エ
跳
員
の
ご
ち
、
土
J

務
次
h
H
及
び
こ
れ
に
ル
い
ず
る
職
に
あ
る
時
三

一
め
十
九
条
第
「
勺
仁
担
げ
る
恥
員
の

7
ち
、
む
ワ
に
判
げ
る
批
判
円
一
目
す
れ
一
の
杭
l
d
二

円
一
号
l
何
け
石
川
帆
円
引
外
山
戦
目
立

勺

柄

引

r
z
r
及
び
'
J
h

体
、
J
u
m
を
付
J

人
主
叫
に
U
I
て
、
能
力
許
出
戸
あ
ハ
と
は
む
N
H次
第
一
一
尽
の
発
揮
し
れ
能
り
の
位
肢
が
、
全
日
晶
一
前
畑
山

あ
っ
て
ば
伺
条
努
司
羽
町
役
出
を
け
人
七
/
)
た
山
V

い佐汚点が、リピ
j
v
i
れ
述
ι

の
も
の
レ
占
め
る
と
去
は
、
ん
へ
の
久
J
u

す
に
但
げ
る
職
J
[
(

の
F
f
f
'
によ心

じ
、
剛
一
羽
い
で
め
る
段
陪
の
う
も
ν」
誌
名
門
勺
正
定
め
る
も
の
や
サ
す
も
の
し
サ
ス
U
O

M
h

項
靖
一
t
f
f
ぃ
科
け
る
職
員
位
の
一
夜
陥

盟
主
第
サ
及
び
晶
一
升
に
渇
げ
る
城
l

円
ヰ
川
ー
の
段
批
刊

ー

布

川
γ

市
側
、
お
円
ゐ
九
月
h
川
計
州
及
刊
日
長
約
率
叫
川
に
当
た
り
ど
は
、
知
山
川
一
評
一

n
Aび
ん
で
外
計
布
石
什
工
J

辺
は
そ
の
他
参
与
ノ
工
〔
士
位
べ
主
主

唄
え
一
記
載
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
レ
す
る
。

(
定
問
評
価
に
お
け
吾
評
価
者
等
の
指
定
一

第
t

七
条
実
施
権
担
止
、
お
刑
罰
佃
に
h

八
日
け
る
J
市
ん
「
一
「
仙
及
び
栄
位
一
一
計
恒
i

を戸

J
り
る
帆
門
(
以
h

一
般
計
山
吉
L

l

-

γ

I

J

の
監
告
主
の
中

か
ら
次
節
及
び
完
節
(
J
3
h

九
条
第
一
日
一
反
び
員
一
二
尽
詰
一
び
に
河
川
条

h
ん
一
以
久
人
に
お
し
て
並
一
川
ト
ヲ
る
弘
甘
々
々
一
台
む
)
毛
吟
，
¥
J

一疋

め
を
干
読
を
行
、
つ
者
を
叶
前
名
v

し
と
お
足
寸
る
も
の
こ
す
る
、

っ
実
持
権
者
口
、
許
ヤ
者
の
監
有
名
の
中
か
ら
出
九
栄
治
一
硝
(
治
1
凶
条
に
お
い

JI41出
す
る
場
人
F
b
〆
一
台
む
し
-
に
定
的
る

3
続
を
行
、
っ

者
を
4

州
特
右
l

一し
C
北
半
ず
る
も
の
し
Y

す
ム
竺
た
だ
し
、
任
命
権
右
が
宗
佃
弘
主
、
ふ
J

匂
い
お
へ
口
そ
の
他
合
門
-
的
な
閉
山
が
あ
ム
匂
判
明
ヘ
パ
々
は
、
制

的
ru
刊
を
折
定
!
な
い
こ
ζ

が
こ
き
ノ
ャ

。
一
天
均
株
古
は
、
副
佃
y
d
?
人
口
革
川
県
F

私
引
を
桔
耽
d
v
Q
芳
一
月

r
一
柿
約
者
一
-
〆
一
い
J

J

を
お
U

す
る
こ
と
が
で
え
る
「

取人法羊)fi3 (1 --21¥21 [2U l~] 阜、
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第
二
節
能
力
評
価
の
手
続

(
被
評
価
喜
に
よ
合
自
己
中
告
)

第
八
条

J
J附
者
は
、
定
期
十
『
附
に
お
け
れ
ω
能
川
f
古
川
怖
を
ノ
ウ
つ
に
際
ー
ス
そ
の
参

4
E
3
る
と
め
、
川
批
評
い
古
に
対
し
、
手
コ
jhv

一
め
、
当
山

能
力
一
日
捕
に
係
る
一
釘
一
泊
期
間
に
記
、
い
て
レ
コ

d
徒
計
矧
ず
の
発
揮

L
丈
能
力
に
悶
ヲ
ゐ
陵
、
川
泊
苧
の
片
〉
の
だ
叫
一
剛
そ
の
他
一
日
川
右
に
よ

O
J
r
制

的
悉
考
;
一
な
る
べ
き
事
項
い
つ
い
に
山
川
ー
や
ど
打
わ
せ
ゐ
も
の
と
す
る

(
許
旬
、
調
整
及
び
確
認
)

第
九
年
へ
百
円
折
半
刊
は
、
怯
点
併
呂
に
つ
い
¥
伝
別
引
川
河
川
失
ぴ
詳
ル
ヌ
ロ
し
r

、J
て
の
ふ
ん
品
川
川
高
を
f
h
t
こ
と

γ
上
り
剖
征
(
次
項
及
川
げ
一
第
羽
仁

岩
山
コ
ヲ
ム
匂
丙

3
怖
を
A
R
J
J

走
行
、
っ
ち
の
と
可
る
)

ク
一
寸
川
村

νいは、

r泊
者

h
k
る
可
恒
に
つ
い
て
小
均
衡
が
あ

b
t
c
λ
ー
か
と
¥
つ
河
F
か
り
帯
ふ
卜
訪
れ
い
、
詞
佼
者
と
し
て
の
心
γ
体
詳
拍

を
付
す

P
Eに
い
よ
り
北
格
(
次
項
I

旬
規
定
寸
る
つ
丸
山
弘
子
を

R
J
U
「
」
を
行
う
も
の
1

ノ一ーする「

P}
の
詩
人
門
l
お
い
亡
、

f-
笠
yd
は
、
ユ
バ
ぷ
ム
ム
体

許
可
を
吋
す
別
に
、
許
仙
告
に
時
計
恒
を
行
わ
せ
る
こ
こ
が
さ
さ
る
U

3

実
向
山
ザ
古
は
、
刊
州
整

wRv上
る
詞
笠
(
川
市
じ
条
第
山
小
た
だ

υ
吉
山
川
次
山
川
に
よ
り
調
整
若
手
一
指
与
な
い
ぬ
ん
一
〕
に
お
い
て
は
、
討
伐
者

γ

よ
る

F
怖

」

つ

L
亡
者
去
十
〆
れ
い
、

AAI=
で
な
L
!と
認
め
ゐ
川
市
ヌ
ー
に
は
副
料
品
名
に
再
珂
梓
古
一
一
同
「

r一
戸
し
さ
の
均
川
ム
よ
い
ノ
詞
些
者
を

指
巴

ν

な
い
る
ん
円
い
お
い
て
は
、
計
価
討
に
瓦
祥
耐
を
¥
/
山
小
山
V
J
L

で
、
人
事
評
側
主
出
現
日
ド

k
め
7
v
方
出
に
よ
り
、
定
期
計
制
に
お

打
。
訴
し
川
市
信
が
也
市
で
ち
る
片
円
程
北
を
行
つ
も
の
と
す
る
υ

(
許
制
結
果
の
開
示
)

第
十
条
と
施
権
苧
斗
、
日
未
州
市
一
点
の
唯
ぷ
を
行
つ
}
ず
な
一
以

γ
、
被
L
f
j

仙は
f

の
P

羽
許
制
に
お
け
る
能
LJhf川
的
結
忠
を
、
内
閣
げ
ん
で
と
め
一

る
l
f

こ
ろ
に
よ
一
り
、
中
i
d
凶
門
悦
訓
州
有
に
開
示
す
る
も
日
と
す

ωc

(
許
他
者
に
よ
る
指
導
友
び
助
言
J

第
十
条
計
信
者
パ
山
、
日
υ

公
的
河
-
小
が
行
わ
れ
た
後
ド
、
被
詳

ι告し
r
j訟
を
戸
イ
4

い
、
定
期
計
綜
し
お
け
る
花
ハ
ケ
許
佐
の
結
呆
疋
ぴ
ぐ
の
根

仇
陀
な
令
市
下
実
に
基
づ
き
仲
直
」
吃
ひ
同
口
を
行
う
も
の
と
す
ゐ
。

ク
一
評
悩

νい
は
、
純
一
前
訓
告
が
遣

um
の
地
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
ト
よ
り
前
ほ
の
い
い
抗
日
」
L

ふ
り
抹
し
場
合
同
は
、
主
可
そ
の
他
の
述
伯
「
段
目

品
フ
心
交
信
主
行
、
、
J

1
こ
じ
よ
J
、
出
川
山
引
の
つ
一
問
中
止
に
代
、
X
J
心
一
と
が
号
、
さ
ん

ゴ
問
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第
一
一
一
節
業
結
評
価
の
手
続

(
呆
た
す
4

べ
き
役
割
の
概
庁
)

第
+
条
引
計
川
髄
者
は
、
ル
七
治
」
山
制
期
州
剖
一
計
司
川
併
一
昨F
に
お
パ
叶
げ
匂
忠
刈
v士

U

ぽ川めヅる匂
2『
と
で
の
他
内
卜

ι右円刀~伏に
L
り
J

当W乙一三宕誇作山依悦♂以州川ガ烹有ρ代いが叫出ベ
J斗
桟
刊
計
仙
期
問
に
h
お
心
い
て
以
巣
ポ
た
ア
7y
ベ
託
投
刻
」
や
ケ
m昨砕
U定疋宍(一↑~す一ヲツ:フゐ仙??もホ丸も叫3ν
のルと〕乙
γγヲ
匂
叱
}
 

ペ
ソ
前
条
め
一
日
パ
の
規
定
は
、
削
一
品
の
し
い
~
円
以
に
つ

L
て
学
川
市
す
心
。

(
披
許
匂
主
に
よ
る
自
己
申
告
」

第
十
一
一
条
市
信
号
い
山
、
内
」
期
計
官
に
お
け
る
け
山
王
制
司
依
か
れ
も
つ
に
際
、
大
ぞ
の
参
考
引
と
す
る
た
め
、
被
不
一
山
下
呂
に
対
え
あ
ら
か
?
〆
め
、
当

設
条
約
汗
怖
f
h
M
叫
ん
ど
計
仙
期
間
に
怠
い
て
主
一
ぷ
降
;
泊
者
の
不
げ
た
業
誌
に
問
。
る
慌
て
J
泊
者
の
同
九
の
訟
ド
一
叫
ぞ
の
他
好
同
お
い
に
よ
ん
ど
計
仙

の
も
ン
f

今
う
こ
れ
ふ
る
べ
丸
三
に
古
学
也
コ
一
〉
い
て
パ
ギ
F

や
二
日
1

わ
せ
の
J
M
U

の
2

ヱ
ヲ
ゐ

よ
配
万
評
価
の
手
続
に
罰
す
る
想
定
の
件
干
潟
¥

第

十

四

条

第

北

条

か

ら

あ

ト

長

ま

で

の

M
Jん
は
、
士
川
許
…
仙
川
に
お
け
る
岩
淵
汗
仙
の
子
続
い
つ
い
、
法
閉
す
わ
り

第

一

一

章

特

庇

評

価

以

下

、

時

{

U

I人
事

院

公

務

口

H
古
い
」
に

L
れ
は
、
平
成
一
閃
午
い
ん
が
ふ
一
年
民
主
f
L
W
一
心
午
田
川
心
け
る
一
割
務
ギ
ベ
掛
か
L

か
く
な
ー
ど
こ
と
を

出
内
;
す
る
一
目
半
ま
の
分
以
内
h

前
一
一
夜
は
一
九
五
人
と
な
り
ご
い
と
い
か
、
そ
の
ん
多
数
二
九
人
)
は
、
明
戊
へ
ハ
寸
皮
(
一
-
人
)

お
よ
び
一
九
年
出
(
つ
人
)
に
お
け
の
け
ぶ
叫
政
公
計
判
官
の
も
乃
で
あ
ペ
ノ
、
こ
れ
を
玲
く
と
、
一
こ
勾
数
は
わ
ず
か
一
人
に
ま
ご
減
ら
r
t
る

主
子
、
こ
の
一
心
午
汁
じ
お
け
る
↓
叫
す
手
袋
の
付
限
品
川
恥
菅
波
は
、
引
一
r
〕
人
(
年
平
均
二
人
、
戸
内
各
凶
人
、
長
ル
ア
亡
人
、
〆
)
な
う
て
lv

石戸

(
日
一
た
と
え
ば
、

γ
ヘ
阪
停
の
均
台
、
川
段
階
♂
川
で
荒
川
な
一
7

J

ク
的
計
仙
へ
r
1
7
1
け
ん
職
門
が
行
此
肌
目
ん
体
的
(
ハ
J

6

0

ハ
%
-
約
一

n
n
O人

に

人

、

主

成

年

度

)

い

t
y
一
な
か
r
h
と
」
と
!
万
古
っ
て
郭
山
さ
が
、
社
主
可
に
も
、
仕

H
を
事
め
た

J

戊
一
円
作
一
汁
九
日
引
け
川
左

九
社
，
何
ム
キ
け
工
ノ
ト
山
♂

J
/

お
日
コ
手
七
、
也
的
地
方
公
共
同
生
内
戦
日
一
や
邑
永
ヘ
山
蒋
J

一
、
じ
つ
い
て
J

へ
そ
の
品
い
い
は
よ
院
制
乙
大
半
ん
は
な
い

も
の
し
ど
考
え
込
り
い
れ
る
し

(
日
日
れ
ん
と
え
ば
、
ぃ
ヘ
以
市
的
戦
日
基
木
条
例
(
平
成
二
同
年

h
月
!
コ
ー
制

AC
に
は
、
次
の
よ
み
な
克
'
疋
が
志
生
J
q

乙
(
原
一
人
は
桔

4
2
4
)

{
世
対
評
偲
)

第
十
八
条
任
命
捷
者
は
、
山
相
対
社
的
~
T
r
小
の
出
品
ロ
(
片
町
仰
を
す
吋
る
職
員
の
総
攻
い
占
め
乙
井

μ↑
分
の
収
】
ハ
ハ
の
白
~
円
を
い
う

科記'"キぷわどい之 つの論点

サ
人
下
l

寸
4

l
r
u
 
取人法羊)fi3 (1 --2:5¥2:i [2U l~] 阜、



，;~~ 

じ
)
J
q
定
的
一
一
区
分
し
職

F
4
f一の
U

出
入
刀
一
成
す
L
!
?
を
一
相
対
的
日
計
制
す
る
と
法
ヰ
い
ふ
)

に
開
げ
る
い
一
ヘ
T
J
の
ー
と
お
り
位
か
ら

R
Aん
7

、
概
ね
日
去
の
(
下
情
一

一
し
{
に
め
る
べ
ク
々
今
汁
ド

一
よ
h

j

y

y
、
喜
一
評
悩
を
行
ニ
ノ
〉

前
項
の
人
事
一
計
~
山
口
、
次
山
武
の

さ
に
よ
り
L

川、つ
b

上
覧

，> 

ゴ
問

.-;:; "々払; 司ぅ 付ペミy ペ3 七土
;m 

守
下う買J 
ヲ
ヲ宍f 
下そ

うf う子 ノ';J' ワf

分口 ウ江f 
口 ユ じ

布分 〆FとJふ "ナ
グ〉 グ〉 じっ 。っ 4つ 。ヮ

/， 割

(
降
任
立
は
免
職
の
事
由
耳
ぴ
基
準
〉

第
三
十
出
条
法
第
!
?
八
長
議
品
約
百
(
岡
京
公
桟
f

貝
払
J
J
!
?

ヘhhf
号
に
相
当
L
7
9

心
地
iFv公
務
員
津
い
の
m
M
刈

川
叫
ん
は
は
、
弐
仁
舟
げ
る
と
お
j
y
こ
す
る
v

人
事
司
債
の
品
川
米
山
日
分
か
一
年
以
上
続
枇

υ
一↑L
円以

i
d

いの円以一日
v
p
あ
っ

f
¥
的
務
実
泊
が
!
と
く
な
い
し
r

認
め
ら
札
る
場
人
戸

一
勤
務
の
状
川
肝
不

μ
p
h
什
て
、
業
務
に

λ
1
い
E
N阿
ヲ
止
ば
オ
ぬ
ム
ロ

削
一
号
掲
げ
，
勺
地
支
!
の
ほ
か
、
担
当
す
べ

#
b
の
L

一
じ
て
削
い
斗
て
り
れ
た
職
務
当
リ
ル
:
れ
し
て
そ
の
職
責
を
恥
た
J
7
べ
さ
で
あ
，
勺

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
市
、
績
が
品
く
た
」
い
こ
認
吟
り
れ
ゐ
場
台

っ
以
卜
、
略

J
K
ρ
、
た
限
山
の
紋
ー
同
一
同
体
は
、
絶
対
評
価
に
代
、
ズ
て
相
対
詳
似
キ
一
春
人
ー
す
る
こ
し
一
は
地
方
公
椋
!
日
庁
、
八
条
に
さ
圧
す
令
と
の
ウ
助
か
ら
、

こ
れ
に
反
!
Y
し
て
い
る
と
も
附
L
r
、
わ
ゆ
る
一

'

L

、
・
の
法
則
に
山
り
し
て
も
、
松
対
許
川
心
い

L

一
割
捺
一
文
j

純
一
が
良
く
な
い
」
と

1
刈
さ
れ
る
職
B
R
は
少
企
く
ヒ
も
割
松
山
叫
し
る
も
日
と
騨
え
れ
る

-
T
Y
一
寸
ー
人
一
ば
、
一
年
以

l
迫
レ
川
〆
ご
下
防

f
%
に
入
る
と
の
評
価
J
A

引
J
p
r
F
r
j川
i
L
9
7
d

'p.ベ人H、学)fi;:i (: --21;' 2~ 〆201:L::;I 



受
け
ノ
た
械

RL1包
ハ
f
限
処
ハ
つ
の
l

川
設
と

L
4
ど
し
て
ち
、
法
追
え
り
内
温
い
か
』
じ
る
余
地
は
な
川
、
つ
考
ス
乙
F

」
と
が
で
き
ょ
う

(い山、

qvLえ
ず
件
の
崎
台
、
需
品
、
京
品
判
一
平
成
一
二
↓
判
町
一
一
九
回
二
一

πい
も
、
地
昨
日
下
誌
や
鮮
軍
(
制
裁
片
山
い
一
後

の
賃
ヘ
r
請
求
と
い
、
つ
川
一

J
M
1

↓
富
山
判
断
を
陪
望

υ
一
三
い
乙
L

叩
J

J

、
労
働
不
平
法
一

λ
条
旧
↑
に
よ
る
印
刷
ベ
恒
制
以
は
、
守
働
者
の
体
系

(
労
務
を
挺
院
で
誌
な
と
よ
こ
を
あ
く
ま
と
本
刈
一
時
l

一
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
山
症
の
よ
人
i

楠山
F
H
t
tドド
4
過
去
責
任
-
、
あ
き

l

一
を
件
せ

存
え
れ
ば
、
民
法
九
一
ハ
長
凶
引
を
恨
拠
と
し
一
、
官
金
一
主
京
主
一
C
認
め
ゐ
F

「
ど
に
は
W
F
E
が
ふ
る
一
一
垣
忠
実
れ
i
の
怖
い
判
手
打
す
ふ
た
μ

い

あ
る
こ
と
を
体
認
す
る
一

/
)
U
?
山
口
究
口
、
そ
こ
に

J

毘
川
叶
児
約
ー
の
世
利
一
〆
一
は
一
般
I

旬
以
司
令
請
求
桔
を
い
い
洞
サ
ニ
レ
に
な
る
が
、
だ
カ
J
J

L

い
っ
て
、
地
付
碍
誌
が
認
め
ら
U
U
い
れ
ば
、
以
片
山
い
い
民
全
請
求
も
認
め
な
け
札
ば
な
ら
な
い
と
い
う
埋
査
は
I
Y

こ
に
も
な
い
υ

i

i
件
宿
泊
γ

レ
約
京
一
乞
ノ
ノ
lt
ソ

で

J
4
7んる
F

-

は
、
甲
の
よ
う
じ
組
切
汽
を
に
く
r

一
レ
ふ
あ
る
の
で
あ
ゐ
。

(
げ
~
な
お
工
場
訟
比
行
者

J

条
ノ
一
品
一
攻
一
号
は
、
議
持
i~一
宇
九
州
に
よ
る
正
常
主
の
た
め
の
休
長
J

q

同
一
川
と
し
て
鮮
一
一
司
げ
が
制
限
え
れ
れ
h
v

訪

問
一
吐
円
の
解
出
子
計
販
制
に
埠
人
さ
れ
な
し
期
間
〉
を
カ
H
7
4
l
k
y
一
寸
る
も
の
!
ζ
定
め
て
い
ι
つ
み
よ
ウ
、
何
〆
、
ロ
一
泊
火
ぶ
に
は
打
-M投

叫
料
に
閉
す
る
m
加
で
も
百
か
れ
こ
い
J

(

正
日
ヰ
午
、
品
ー
一
が
、
そ
川
リ
え
衿
は
僻
医
杭
呪
灯
柄
た
安
刊
と
は
さ
れ
こ
い
な
か
っ
た
、

ヘ
四
一
車
内
民
主
ヘ
門
7
j伯
仲
間
古
カ
北
村
喜
棉

J
叫
ん
舟
阿
久
人
λ

持
H
I
d
-
(
f
J
J
問
告
足
、
日
和
1

ハ
(
え
」
も
、
じ
ん
朱
一
ι

【
つ
い
!
と
め
る
、
品
々
の

政令
h

の
た
め
、
服
務
の
昆
hu
に
支
坤
】
刀
ふ
り
h
、
J

ん
は
こ
れ
に
は
性
え
な
し
均
八
口
L
にう一

L
ピ、
1

て
わ
λ
f

穴
務
、
九
7

L
基
凶
す
る
も
の
あ
る
と

山
口
/
一
を
山
わ
な

L

一
六
一
貫
ζ
μ
一

l
c
m

詰
二
九
ん
ん
よ
ー
リ

H
h
J
+
h
m
h

川
咋
川
引
に
さ
わ
れ
た
職
員
が
れ
守
山
咋
職

mv同
満
了
へ
い
門
町
一
む
な
お
そ

の
仏
抗
内
原
珂
と
あ
る
レ
伊
川
崎
障
が
[
円
慢

J
1
1
反
則
に
わ
に
j
勤
務
す
る
こ
レ
が
で
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